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　話者伝とインシャー史料群を援用して，一スーフィー教団のシャイフたちの存在形態と活

動の様子を，モンゴル支配下の13世紀からサファヴィー朝の興る16世紀初頭までのイラン史

の推移の中で，素描したいと思う。扱われるのは，ホラサンのGam地方でその時々の政治的

有力者とも緊密な関係を保ちつつ，スーフィーとしての影響力を行使し続けた，Aりmad・i碗m

（io49－li41）の子孫たち1｝である。一個の社会集団としてのスーフィー教団の活動は，14世紀

アルダビールのサファヴィーヤと15世紀のナクシュバンディーヤについて，既に詳細に述べ

られている［Gronke　1993；Paul　1991］。サファヴィーヤは時の権力者の尊崇を集めながら，

代々，着々と経済基盤を確立しつつ，後の王朝建設へ変貌と発展を遂げる。他方ナクシュバン

ディーヤは，同様に確たる経済基盤の上に，silsilαで結ばれた多くのシャイフたちの活動を通

じて，やがてウズベクやカシュガル・ハン麗下で，政治権力の形のみならず，申央アジアのイ

スラムに発露する宗教的心性そのものを特徴づけるに至る。スーフィー教団は，トルコ・モ

ンゴル的要素とイラン文化と並び，かつ，それらと絡み合いつつ，13世紀以降の東方イスラム

世界史を動かした一ファクターなのである。

　Gimのシャイフたちは，経済的基盤の形成や崇敬の享受という点では，他のスーフィー教

団のシャイフたちと多くの共通点を見せる。本稿で主に問題とするのは，むしろGamのシャ

イフたちが，連綿と続く王朝支配の枠組みの中でどのような形で存続したのか，という点にあ

る。スーフィーの存在が，入々の実生活にも内面にも無視しえない程に大きくなった社会で，

支配者は，その統治のイデオロギーをどうスーフィーたちに応用していったか，この問いかけ

に，一つの具体例を提示したいと思う。

l
l

　Ah1nad－i　Gamは，　Gain地方の一村落Ma‘面badに居住しhdnqahと金曜モスクを建てた2｝。

彼の子孫の内，この励η畝のシャイフになった者が，代々の後継者gδ伽覗αg伽なのである

［RR：32，81，89，107，110；c£系譜1］。シャイフという語は，他の子孫たちも尊称として帯



2

系譜1
安藤志朗
　Ahmad－i　Cam

II

1至1

V
薮
X

茎
V
王

Sams　al－din　Mutahhar

　　　　　l

Q叫bal－dln　M晦a守門ad

　　　　　E

SIhab　al－din　lsma‘il（738／！337－1338年頃没）

王　Burh議n　al一（圭ln　Na＄r

　　　　Radi　al－din　Ahmae　．］Y｛g｛ayvalli．．．．．　．．．．　V　Sams　al－din　Mutahhar

　　　　　　　　　l（767／’365”1366年没）　　l

　　　　Sihab　al－din　lsma‘il　VI　Mu‘in　a｝一dln
　　　　　　　　　l　　　　　l（783／138’”382年没）
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　　　　　　　　　E
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　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　E

　　XI　Radi　al－din　Ahmad（908／1502－1503年没）

　　　　　　　　　l

　　XII　Galal　a茎・dln　Ab丘al－Qゑsim（920／15i4年没）

出典　RR：52，85，89，99，エ05ff．，110；琵AB：248a；MF：i38；HS（IV）：11，339；Golombek

　　　197i　：　3i，　42

　　ローマ数字は，qd　’im－7naqdmの継承順を示す。　W以降は推定。

びるが，本稿で対象とするのは，主に，Allmad－i　Gamの家系を代表する，この包dnqdhのシャイ

フ職を受け継いだ者たちである。

　代々のシャイフたちは，各地に派遣したhalifaを介して，G2mを中心とする地域一帯に居

住するムリードらとゆるやかな地域的紐惜を形成していった。この紐常の発展と確立は，教

団の社会・経済的な組織化にほかならない。2つの要素が，この組織化の展開を観察する上

で重要に思われる。一つは不動産を主とする私有財産や教団の施設のためのワクフ物件の獲
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得，いま一つは教翻の「影響圏」3）の確立である。この2点は，祖Aりmad・i　G独の時代に既に

みられる。RR［68］は伝える，「彼は，　Hargirdを除く磁皿の各怖々に自らのhaVifaを持ってい

た。そのHargirdで，ある歌い手が，　Ahmad－i　Gamの手で悔俊（tawba．スーフィーとなる第一

歩の行ない）をした。彼は，自分の家屋をbdnqdhとし，私財をそれに寄進した（waOf々hard）。」

別の逸話では，R直なる地方（wi　ldya　t）　‘）の有力者（aledbir）の要望に応じて，A蜘adは，息子の

サwa菖a　Quφal－din　M吻am恥adを，その地の指導者（扁爪wa－muqtα4d）として派遣した。

Mullammadは衆飽に属すBarsなる地に移り住んだという［RR：64］。

　財の蓄積は，13世紀に入ってより明確になる。Hwaga　Qutb　al－din　Muhammad　b．　Hw題a

Sams　al－din　b．　A掴ad－i　Gimは，祖父のqd’im－mαqdinとしてMa‘dab，idの存疑g伽に住んだ。

彼は私有地と農作物を保持し，flαledtはまったく授受せず，逆に，毎年度末には財の一一部を貸与

していた［RR：89，91］。一方，「影響圏」の形成も，次の歌謡を通して認められよう。

　　Sultan　Sangabiなるスーフィーが，（強m地方（wildyat）に入り，自らの導きでもって，この

　　地の人々を取り込もうと意図した。Qutb　al－din　Mubammadは，畠分のムリードの一入に，

　　「Sulttin　SaRgabiは，かくの如く意図している。彼を阻むのは汝の役臼だぞ」と書き送っ

　　た。そのムリードは，Su噸n　San齢biに「私は，A職ad4　C5mの収入請負人侮解励であ

　　る。あなたが彼の領地（wildyαt）で力を振るうことを，容認することはできない」，と訴え

　　つつ説得した［RR：89］。

　このQuLb　al－din　M頗am磁adは，「（｝5mの地域（ndPtya）の繁栄は，　Ma‘dabadの安寧と墓繭

（7nagdr）に住む人々の安心の土台である。　G2mはSaylt　al・／sld｝n（この場合Ahmad－i　G2mの尊

称）の統治の館（4伽αZ－7鵜殉，すなわち国都なのである」と述べたともいう［RR：96］。若干解

釈に苦しむ表現ではあるが，i3世紀前半から徐々に墓廟建築群が形成されつつあった

A脚ad4　G蝕の墓所5｝の維持が，　Camの地域の経済力と結ばれていたことの傍証ともとれよ

う。

　Qutb　al－dinの息子Si嫌b　al・din　Isma‘i1は，財の獲得も影響圏の確立をも，さらに促した。彼

の膨大な財産は，土地，農作物，そして家畜を含んだ。自分のグラームの一人に管財をさせ，貧

者（fttqard　wα一masdfetht）や来訪者への施しを指図した。　Bah　arzで大盗饒がおこった暁には，

waleilらに命じて，その地方にあった自分の穀物庫から，困窮者に穀物を貸し出した［RR：

100ff．］。彼はMa‘d訪adのhdinqdihを，たぶん再築し6｝，誌面にそれの維持のための寄進をした

wdqtfと称されている［FGB：312a，316a］。さらに，他のいくつかのlldmηdhとA坤ad・i　Gam

の面諭（ma，zdr）の為に，1000　haTwdrの播種からの収穫をワクフ物件とし，子孫，ダルヴィシュ，

7脇gδ痂γ，来訪者の支えとした［RR：io2］。

　このlsma‘ilの，イル・ハンUlgaytu　（1304－1316年春｛立：）ら政治的有力者との緊密な交流は，

12世紀から既に見られるGamの教団の選俗支配との関係を継承し，カルト朝，ティムール朝

の時代へとつないでいったものとして，特筆に値しよう7）。OlgSyt9は，かつてガザン・ハン

の命で60000（！）騎を率いた際，糧食不足に陥った。Isma‘llは，彼ら全員を，4カ月私財で世
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話をした。それを契機に，Ulgaytitの横には，このシャイフが絨毯を広げるようになったとい

う［MAU：104］。706年Safar月27日／1306年9月7日のH付で，麟伽tamgdの押捺された

yarlt喜の写しでは，シャイフは，elgaytitから（｝亘y－i　B融and8｝なる「古くからの伽旧地」を下歯

されている。シャイフは，その地には居住する人々がいなかったので，Zir－i　Pulに属す

TiyabadとPardlnの村（dih）から30人を移して耕作させたという［FGB：317ab］。茎bn

Ba㌻頭aの報告によれば，イル・ハンAbif　Sa‘ld（1316－1335年在位）の下で，　GEmのまち

（madii・ta）y）は免税され，　A麺ad－i磁mの子孫らに属していた［IB：387］。

　正sma‘ilは息子のRaCi　al－dln　Aりmad（1365／1366年没）に，押領（f｝za2dr）のためのワクフ財産の

管財職（tαwliyat）を委ね，　qdZ7n－inaqdionとした。　Raφi　a｝一din　A聯aδは，lsma‘i1の没後，長兄の

Sams　al－din　Mu㌻ahharにqdZ？n－maqdmの座を譲り，父から相続していた財産（naqd）は，兄弟ら

の間で分割したという。qav7n－7naqd7nとなったSams　al・din　M叫ahharは，　A脚ad－i砿mの

な翻ξ疏のシャイフであった［RR：105ff．］。ここでtawltyatという職が，　isma‘ilの没後，　RadI

al－dln　Abmadのもとでqd　’tm－7naqdmと結びイ装いている事実に注意しよう。以下に見るように，

史料は以後，qa’iln－7naedi？nがtαwliyatの機能をも受け継いでいく事例を頻繁に示すようになる。

スーフィーたるシャイフの立場に，経済的なファンクションがより明瞭に認められるように

なるのである。ただ，「πnazdr」のためのワクフ財塵の’α梛加励㍉面桝ン1α¢伽と結び付けられ

る事例は，上のRaCi　a1－din　A脚adより後では，史料の記述を辿る限り，後述するように，15琶

紀後半に認められるだけである。ed’im－Tnaqdmの指標としては，むしろAbmad－i（｝amの

「励η疏」のシャイフ職とその「hdf・iqdh」のためのワクフ財産のtawlipatという2つの機能が存

在しつづけたようにみえる。

　A舞ad－l　Cfimの子孫らは，14世紀のイル・ハン朝期末くらいまでには，G帥にある墓廟と

hanqdh，およびそれに付設する建築群を拠点とし，莫大な私財およびワクフ物件の兼併を背景

に，社会・経済的な地域ネット・ワークを儒奉者の問に持ったと推定される。

　カルト朝下，少なくとも史料で窺う限り，A細ad－i　Gfimの子孫たちは支配者と2代にわ

たって姻戚関係を結んだのみならず［Aubln　i976：59；Potter　l992：113］，世俗的な支配機構

そのものと関わりを持つ，一種の公的な要素をも帯びるようになる。Mu‘in　al－dln　b．　Sams　al－

din　Mutahharは，1349年8月5日，Malik耳usayn（Malik　Mu‘izz　al－din　Abg　al一恥sayn　M凶am－

mad　KartともMallk　Mu‘izz　ald頚Pτr耳usaynとも称せられる。1332－1370年在位）の5畷伽位

宣言の起草をし，翌6訊こは磁諭に任ぜられ，財務機関たるdiwdn－i　a‘ld内の全役職の任免

権を委ねられている［FGB：287a・289a，　3e8b－310b；Aubin　l976：30ff．］。　Malik　Husaynの義

兄弟でもあった彼は，カルト朝のイデオローグとして顕著な働きを見せている。また，この

Mu‘ln　al－dlnの子piya’al－din　Y琶sufは，782／1380年，　Glya1　al・din　Pir‘Ali　Kartによって，　Fadr
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に任命されている［FGB：303b－305a；FGT：642－644］　io）。

　qdZm－mαqdmを中心とするA加ad－i　G餓の子孫たちの，不動産を主とする私財が，カルト朝

によって保護されたことは，ほぼ確定できる。753年§afar、月21臼／1352年4月10日のB付の

ある御言葉（leα　tiTna　t）で，　Malik　M的ammad　B2qir　Karti’）1ま，前出のMu‘in　al－dinのために，次の

ように定めている［FGB：3iOb－3ilb］。「Haratritd地方のブドウ園や果樹園をはじめ，

Kifsitya，　Zir－i　Pul，　F船an慈地方，及びKar6aとFariminaの耕作地にある，Mu‘in　al－dinが持ち，

かつ以前の為政者が不法に占拠していた諸物件は，全て完全に，かの鞍下によって委託された

者たち（Wttleala　u；a一　‘ummdil）が，私有の財産として管理すべし。（カルト朝側の）内評なる役人

も，それに干渉すべからず。」Malik　Husayn　Kartも，771年Sawwal月／1370年4／5月付の

7nanSitrの中で，当時qd　’i7n－enaqd？nであったと思われるSihab　al－din　lsma‘il　b．　Radl　al－dinにつ

いて，「GAinのwitdyatに住む伽畝g顔，ワクフ管財入たちや住民たち」に，次の点を知らし

めている。「儲mの指導者の地位（7nansαb－i　Pz－Swd’i），（Ma‘面b記の）hd72gdhのシャイフ職

（Say8i），そのlldiiqahのためのワクフ物件の管財職伽漁ωα切，（Aりmad－i（蓋mの）墓

（turbαti2））の財務，その住罠（5醜アのや来訪者に関する諸事の握当は，Sihab　al－din　lsma‘ilに存す

る。彼は，余が（カルト朝が），委ね任命した者である」［FGB：315b－316a］。

　カルト朝は，Ahmad－i舘m家一族に，儲mを中心とする地域に広がる彼らの私財やワクフ

財産としての不動産物件に対する管理権，換乱すれば，前代からあった彼らの社会・経済的な

地域ネット・ワークの保持を公認し，かつ彼らを任官として統治の組織に抱きかかえるとい

う，支配の一形式をとったかに見える。次章では，このパターンのより明確な展開を，ティ

ムール（1370－1405年在位）とその後継者たちの時代の中で見ていこうと思う。

　796年獅al－Higga月7B／1394年10月3H付の，∫¢群伽漁勿漉4厚颪7ηα鳩g多磁蜘ん｝癖颪鱒勲

勧擁ん伽sb’ztimizというintitulatioE3｝をもつ，当時Arangiq（sic）にあったAmirangAh’4｝のdiwdn

から発布された7naetS7Zγの写しには，（1＞前出のSihfib　al－din王sma‘ilは，一時…このティムール朝

の王子の嫌疑をかっていたが，はれて再び，「以前の恩籠」が下されること，②彼に付き従う

人々（leasdn　wα　muta‘atliqdn）やJzdniqdhにて奉仕に従事する者が保護されること，（3）および

励η伽のための審添地と他のワクフ物件は，彼の委任した世々の管理下にあり，何人も干渉

すべきでないことが「改めて（ba－tα9did）」定められている。この7παη謡γは，　Amlr2nsahの

amir　al－umardであったAqbitqa　Bah2durを筆頭に，ホラサンのアミールたち，ハーキムたち，

有力者，名望家（釧蝋石〃α一κ3初に宛てて繊されている［F（｝B：314a－315b］。

　シャイフたちは，彼らの私有財産および教団のためのワクフ物件が集申した磁m，HwafT

Baharzにおいては，原則的に免税を含めた独占権を，おそらくティムール朝時代を通じて支

配者から保証された。863年Gu磁d灘1月末B／i459年5、月3霞付の，Abit　Sa‘id（1451－1469年
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在位）のnisdnからの抜粋の写しでは，署及された三つのwildyatにある，儲磁のシャイフたち

Otαsd’ih－i　Cdm）が保有する薪旧の私有地とその他の財産が，「以葡からの定めに従って（ba－

dastdir－iψ励海sdibiq）」，　diwdnからの課税を免れたsuyitigdlとして確認されている［P：

32a－33b］　．

　804年Rabi‘1月9H／1401年10月17ヨ付のティムールの？アz休日押は，スーフィーたるシャイ

フらの，不動産を主とした私財の保有の実像を，かすかながらも照らしだす重要な史料に思わ

れる。「（＞Amのシャイフたち（masd　’ih）への保護（taqwlyat）　1を表題にもっこの文書では，上記

の三地方にある，HAndzada　Fahr　al－Mulk　ff2titn，‘Ala’al－din‘Ala’al－Mulk，および後者の二人

の子や兄弟の私有財産について，798年にあたる子の歳の初め，すなわち1396年春以降，4伽択一

i　a‘ldに払う厩励麗γ押の定額以外，いかなる課税もないことが規定されている一方，岡時期以

降，私有地を買ったり，「第三者の私有地を自らの帥π⑳碗に入れたならば（agar　mille－i　leαsi　bα一

hiiTzdyαt－i　hwis　dαr－awαrdαbdSael）」，それらの私有地に対しては，臨賭税（ihrdgdt）が課されると

ある［FGB：313b－314a］。ここでは，「Gamのシャイフたち」が，当時，依然と不動産の兼併を

重ねており，それに対して，ティムールは，一定の課税を行なって制御を試みていることが窺

われる。同時にこの記述は，スーフィー教団のシャイフが，儒二者（必ずしもムリードとは隈

らない）の私財の少なくとも一部を，寄進もしくは購入の形で，教騒あるいは自分自身の管轄

下に入れ，その信奉者に，自然災害時の救助や為政者の圧制からの保護を保証するという，か

の働吻α（庇護）の網の目が，A聯ad4鉱mの子孫らが運営する教國にも存在していたことを

容易に推測させる17｝。彼らの卿吻α網とは，おそらく12世紀のA願ad・l　Gamの時代から，

代々，形成されていた，不動産の兼併を土台とする教団の「影響wa　llにほかならぬ。

　上記の文書は，対象とされる私財の所有者名を逓して，いま一つ，ティムール朝下のGamの

シャイフの特徴をほのめかしている。いま，彼らの系譜を次頁に示す。A加ad－iG蝕の家系

が，15世紀初めまで，その25G年以上の歴史の中で，世俗支配者とも他のスーフィーの一族とも

姻戚関係を持ち，複雑な系譜を背後に保持していたことは諸史料から窺える18）。その系譜に，

ティムール盛期に新たに参入するのが，預言者の孫Husaynの血をひくと伝えられるTirmid

の3（騨f4家なのである。既にチャガタイ・ハン国時代末期の動乱の際に，顕著な政治的動き

を見せていたこのsayyid家は，ティムールの時代にも幾ばくかの動きをみせる［注19参照；

Bartheld　1958：19f．］。興味深レ｝事実は，εα卿4家の娘を謡ったQuゆal－din　M画ammad以降，

少なくとも16世紀初頭までは，彼の直系子孫がMa‘dabadのhdnqdhのシャイフとなり，

A脚ad－i　Gam家の筆頭たるqd　’ifn－maqdmの座についたということである［RR：11e；MI：

151f．；P：109b］。実のところ，　sαyyidの系譜の参入が，　Ahmad・i　Gam家内でどれほどの意味を

持ちえたのか，明確には定め難い。後述するように，g励牌脚醜1ま，　bdnqdhを改築し，それに

莫大な寄進をしたと思われる，イル・ハン朝期のSihab　al－din　IsmaEiの遺したwaOf－ndmaの

条件（蜘ρに従って指名されたのである。聖者伝の中でも，インシャー史料においても，

sayyid家との関係が殊更強調されている訳ではない。しかし，15世紀になって預言者の一族
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　　　　系譜2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LAIi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琴usayn

　　　　　　　　　Ahrnad－i　Gam　l

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　VII　Sihab　a｝一din　lsma‘il　H2ndzada　‘Ala’　al－Mulk　Tirmidit9）

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　i

　　　　IX　Qutb　al“d’n　M”llammad丁U註adz巨da　Fab「al撒脚職

　　　　　　　　　　　　‘Ala’　al－dln　Aba　al－Ma‘21i　‘Ala’　al－Mulk

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　X　Sih2b　al－diR　Abfi　al－Makarim

　　　　　　典拠　MF：138；FGB：313b；HS（IV）：11

　　　　　　　　　ローマ数字は，系譜1に対応。

への崇拝がますます強まり，スンナ派を標榜するスーフィー教団のsilsilaへも，シーア派イ

マームに数えられる‘AliやKusaynが入りこんでいった当時の宗教状況を鑑みれば，　Ahmad－i

Gam家とTirmidのsayyid家との関係も注目に値しよう。

　さて，15世紀のティムール朝下で，Abmad－i（｝am家のqd　’im－mαqdinとなり，教団のPtmdyα地

域網を背後に持ったと考えられる，Qutb　al－din　Mu摯ammad以下のシャイフたちの，ティムー

ル朝君主との関係を，インシャー史料から窺える範囲で，いま少し考察を進めたいと思う。閥

題となるのは，以下の4種の文書の写しである。

a）　FGB：311b－313a

　　任命者　　：S2hruh（1405－1447年在｛立）

　　被任命者　：llwaga　Qutb　al－din　Mu切mmad　al一儲mi

　　H付　　　　　：809．Da　al－Qa‘da　12／1407．4．20

　　任命内容　：manFαb－i　Saye　歴／s∫δ7鷹　muqaddam　wa．piswd－yi　ild“qdhdt．　tawltyat－i

　　　　　　　　mawqafat－i　hd，iqdhdti’O）

b）　FGB　：　291b－294a　（＝T　：　44a）

　　任命者　　：Sahruh
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被任命者

日付

任命内容

安　藤　志　朗

：　gwaga　Sih5b　al－diR　Abd　al－Makarirn

：　821．　Safar　6　／1418．　3．15

；Sayh　al－lsldm，　ta〃ltyat－iαwqdf－i　hdnqdh（一i　Ah7nad－i　Cdm）（aの被任命者の後

継者として）

c）　P：29b－30b　（＝　Nawa’i　1977

任命者

被爆命者

田付

任命内容

　　　　　　　：　314f．）

：　Abg　Sa‘id

：奪w融aRadl　a｝一din　A類madZi）

：不明（任命者のホラサン支配期1458－1469年）

：　7nans．　ab－i　Sayh　al－ls16miwi　wildyat－i　Cd｝n，　tatvltyat－i　aivqdf－S　tttrbat－i　V’）　mMqad－

dasa，柳協α留α虻田鉾awqdf－i　hδ7iqah

d　）　P　：　30b－32a

任命者

被任命者

日付

任命内容

：Su嫡n恥sayn舩yqar議（1469，　i470－1506年在位）

：Hw巨9a　Calal　al－dln　A樋al－Qasim（cの被任命春の子）

：884．ぐ｝um邑d盃L20／1479．　8．　9

：　manFab－i　tawliyat　（wa）　Sayb　at－lsldm－i　7nagar　wa　lpdnqdh　／　sttgl－i　syayip　at一

轍伽画廊伽g仇tawllyat－i　mawqdifd“｛　dngd（cの被任命者の後継者として）

これらの任命書に定められている，被任命者の義務と機能は，以下の4点にまとめられる。

1）被任命者は，hdnqdh，7ivazdr，　masgid，微伽3（い脇‘badからなる諸施設の発展，拡大に尽力

すること。上記のa），b）の任命内容では，管轄範囲が済ゆzg疏のみに及ぶ記述のされ方がな

されているが，文書中の各項臼を検討すると，より広範な建造物が含まれているようである。

例えば，b）の”9←Sihab　al－diR　A臆al－Mak議rim）疵g　bdyad　lei’　’・ma－sdgid　wa　xπutddris　wa

hawdniq　wa　ma‘dbid　rd　7na‘7nder　ddrad”のように。ただこの場合，　mαgdirへの言及が見あたら

ないのが釈然としない。包伽g醜のシャイフとそのimttawalliという，qd’i7・n－7nagd7n（文書中

ではsαggdda－nisiin）たる基本的な機能は窺える。

2＞被任命者は，寄進者たちの定めた条件に従って（わα励顧尻甜癩一1煽g癩幼，ワクフ物件

から上がる収益を，規定された正当なE的に支出し，かつ，管財人としての報酬（蜘g必

tawtiyαt）も授受すること。後者の規定から，Gamの墓廟建造群の維持のために，時に応じて

私財を寄進した人々は，シャイフをワクフ物件の管財人（灘’側α瑚としたことがわかる。

　これは，前出の卿吻αの形成を，部分的に，ワクフ制度の寄進者の観点から表現したもので

　ある。

3）被任命者は，ワクフ物件の運営のための人事における任免権をもつこと。
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4）ワクフ物件たる土地にいるwaleilたちと農耕従事者たちは，被任命者の割り付けなしに

　は，1　dindr，1灘槻の穀物をも払ってはならない。全財務は，彼の裁定に委ねること（a，　b，

c）。d）では，賃貸耕作者は管財人の定める賃貸料を毎年遅滞なく払うよう，明記されている。

　これらの規定が，いま問題とされている4種の文書の任命内容に共通して現れるワクフ管

財職嬬＠磁に関わることは，他のワクフ文書や，そしてなによりもイスラム法学の規定を鑑

みれば，明らかであるZ3）。では，隅様に任命内容に一貫して挙げられているs・aPth　al－／sldmは，

一体どう解釈されるのか。この術語が，ウラマーやスーフィーへの尊称として用いられるこ

とは周知である。他ならぬA恥ad4（｝amはもちろん，彼の子孫の多くが，この尊称で呼ばれ

ている。さらに，インシャー史料に採録されている4種の文書の写しには，例えば文書a）に

対して，”sawdd　mal・tSitr　fi　tawltyat　awqdf　G伽m彦傭畷δπ3鰐助al－／s　ldm　undga　Qψal－din

物んα伽忽泌砿厩”［FGB：311b］というような表題が付され，　tαwltyatのみが，ティムール朝

君主によって文書で公認された職務機能のようにも見える。そもそも，Sayh　al－lsldmを職務

と考えた時に，それに付随する機能が，tαwtiyatほど具体的に規定されていないのも妙である。

　しかし一方，7｝聯sα尻朗海泌∬slalniとtawttyatとが必ず併記されて，任命内容：の骨子をなし

ていることは事実なのである。文書b）をいま例にとると，「9ayh　at－／sld7itであり，Gamの

ゆη動のためのワクフのmutawαlliであった，故SaykαZ－Zs励3狸寵ド耳w29a　Qutb　al－din

Mullammad」とか〆至高なるSのyりal－Jsldm，耳wa彗a　Slh巨b　al－din　Abd　al－Makarimを5の塵at－

Isldmと知り，またGamのednqdhの聯鰭α薦と見なせ」という表現は，切地αIJs励πが，尊称

として命名の一部になる場合と，mutαwalliと並んで，なんらかの役職と見なされる場合の，衝

方があったことを示唆している［FGB：292a，293ab］。また，5α鉾α‘一月励zに使われる，maetsab

とかSuglの語は，インシャー史料中では，管見の限り，職位の意で使われる。少なくとも，尊

称にmansabが使われる例は，未だ確認されていない。かつて，Roemer［1952：157］は，イン

シャー史料Sαraf－ndmaの概究の中で，　mαnsabとα？nr（職務）という語を指標に，Mihnaにある，

Abg　Sa‘id　b．　Abi　a1－ffayr（ユ◎49年没）の面一を綱ぐ子孫がsayh　al－／sla7nに任命されたという

見解をとった。どうやら，スーフィー一が支配者によって吻ん泌∫s励多という職務を公認され

る例が，ティムール朝時代にはあったという仮説は成立しそうである2’O。

V

　imttawαttiと鱒ん礎鳶励zたるをティムール朝に公認されたC2mのシャイフは，王朝支配

の中でどのような機能を帯びたのか。鋤ん必ls励πという「職名1は，「イスラムの長老」とい

う意味を持つ，12世紀来A恥ad－i冷雨家の一一族がしばしば帯びた「尊称」と，起源的には関係

ありそうだが，それが，ティムール朝期，厳密に言えば，舘hruhの時代になって，わざわざ公文

書で，世俗慰主による公認の対象となるのは，なぜか。
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　この問題に入る前に，ひとつだけ，環宋ではあるが，行論に重要と思われる点を確認してお

こう。A脚ad－i　Oamのqd／7n－7naqdfnの座は，先にも述べたように，遅くともカルト朝以降，二

つの点に集約される。一つはA脚ad－i鉱mの建造に遡るとされ，イル・ハン朝時代Sihib　al－

din　lsma‘ilによって改築され，膨大な寄進がなされたはずのMa‘d蚕badにあるhd7fedhのシヤ

イフたること，いま一つは，このhdnqdhとそれに付設する建築群の維持のためのワクフ物件

に対する管財人mutawαtliたることである。この二つは，実は，代々のqd’｛7n－maqdmが後継者

を指名する際に，それと表裏一体をなす形で後者に委ねられるものであった。そしてその指

名は，寄進ilS　wdqif，つまりSihab　a1－di醗sma‘ilがwaqf－ndmaの中で定めた，　”？nan　leana　minhum

a‘撃р堰@fil－217n　wα1．taqwd　fa．huwa　bil一’α梛加ψα拠‘彦庸煽α卿ggルαα”Zδ（Alimad－i　Gamの子孫の内，

最も学があり，草藁なる者が，tawliyatとその裁定について，最も多く権利と適正を持つ）”と

いう条件（9αrt）に従ってなされた。後継者は，「シャリーアと前任者の指名に従って（min　hayt

α彦一5αゲ”α嫌〃協・う」，Ahmad－i　Gimの子孫の間でまず決定されたのである［FGB　l　292b，293a，

3王2b］。すなわち，導引のカルト朝とティムール朝の君主たちの発布した文書は，世俗支配者

による追認という形での公認なのであって，決して支配者自らが，qd　’i7n－inaqd7nを誰にするか

を決定したわけではない。

　SAhruh以降のティムール朝の君主たちは，このような公認のための文書において，σδ勧一

inaqd7nに，鋤ん泌13励↓という職名と解されるべき語を，　mutαwalliと併記して用いた。文書

。）の任命内容では，「Gamのwildyatの吻ん証∬3z翻ηとまで明記されている。尊称をそのまま

文書行政用の術語として取り入れたとしても，カルト朝期，いやそれどころかティムールの蒔

代に発布された文書の写しには，岡じ主量であってもs・ayh　al－lsldmの語は使われていない。

やはり，鎌hr曲以降，15世紀のティムール朝下，少なくともホラサンにおいて，この語が支配

者の統治の概念の中で，行政上の一機能を指す術語として独自の意味を持ったのではないか。

　1417年Gal盃l　al－din　Muhammad　b．‘Ubaydall翫al－Qa’ini　al－Nasafl　al－Buhari　al－Harawiに

よって紘hr晦に献塁された政治指南書N（瞬協応醜剛ヶ∫←NS）25）は，職務としての5α地al－

Isldfnについて，いくつかの役割を記述している。いま，本稿での考察に関係すると思われる

のは，以下の2点である26）。

1）Sayh　al・Zs励πは，　7nadrasaとhdnqdh，およびそれらの施設のためのワクフ物件の状態

を調べ，寄進者の定める条件に反することのないようにすること［NSほ26ab］。

2）聖者たち（awtlyd　’　A　lldh）が常に安寧の状態にあり，必要のない限り，別の土地へ移る

ことのないように，5α鉾α‘Js励は尽力すること。なぜなら，．一一人の聖者がある：：ヒ地で

聖なる祝福（δα励動を及ぼすならば，それは，そこにIO万の兵がいるよりも良いこと

　だから［NS：127a］。

Nαsd’ih－i　Sahruhiは，シャリーアを絶対的な統治規範とする政治の理想形態を，Sahruhへ
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の提醤として述べたものである。実際に実行にうつされたかは，当然疑うべきである。しか

し，上記の2点のような理念が，5α鉾雄∬sldmの役翻と結び付いて，15世紀初頭舘hruhの許に

存在した事実は注臼に値する。ここでは，簿ん磁∫s励｝Lはそれ自身mutawwαliでもないし，聖

者でもない。G5mのSaylt　al・／sldmの場合は，自身m”tawαlliであり，聖者として崇敬される

スーフィーである。そういう違いはあっても，爾者に見られるファンクションは，共通してい

ないだろうか。特に最後にある，「ある地域の一人の聖者の存在は，10万の兵の存在よりも良

い」という考えは，（透nの♂α地α1－1sldmが背後に帥吻αの地域的なネット・ワークを持って

いたことと照らし合わせれば，かなり現実に呼応しているようにみえる。ド聖者たるA御ad－i

甑mの子孫の筆頭gδ’隅一鱗g伽を搬新緑軍側として公認し，教団とその影響圏を統治機構

に取り込み，支配の安定を図る」，という王朝側からの政策は，Nasd　’ih－i　Sahrahiにあるような

提言がなされる15世紀初頭鉱hr曲治下のホラサンでは，十分ありえたかに思われる。スー

フィーにSayh　al－lsldmの職を公認する内容の文書が，インシャー史料でもSahruh以降に出

現する事実も，この蓋然性と無関係ではなかろう27）。ここでは，モンゴルの侵攻以後，イラン，

中央アジアで，宗教メンタリティーにおいてだけでなく，社会・経済的にも影響力を増して

いったスーフィー教団の，支配層に対する一つのあり方が現れている。

　前章で見た，G2mの教団の，鋤ん妊∫3励πを接点とした支配者との関係は，サファヴィー朝

のSah　Isma‘llがホラサンを支配下に入れてから以降，史料では確認できなくなる。サファ

ヴィーヤのシャイフであり，12イマーム・シーア派を標榜する，この萩王朝のシャーは，917年

中的arr霜月（1511年3／4月差付のyarltg2S）で，拝謁に訪れ薦前での接吻を以て自ら恭順を示

したGamのシャイフ，Abit　al－Qasimのために，大要以下のように定めている［P：135a－136a］。

　　1）余は，辰の歳の初め（15e8年春？）以降の，Garnのwildyatからあがる税（mdl　wα一gihdt）

　　　の内から，毎年10’励z伽丁αわπg押をSttythigdlとして，Aba　al－Q盃slmに与えた。

　　2）毎年，彼の農作物の収穫（aa　saγ一目揮鋤δ‘αδから，上記の額は厳密に査定される。こ

　　　の下賜の額はdaftarに記入され，彼と彼の子孫たちは，代々，その下賜される額につい

　　　て，免税される。毎年，この件に関して，穀たなヵαγ”勲廊♂G｝は求められない。

　　3）儲腿のwildyatとそれに附属する地のdd7・fikaたち，地主（arbdb），地区監督者

　　　（fealdntaran），　diwdnの猿引ら（‘u？nmdt　wa－7nubdSirdni－yi（sic］　u7nfir－i面〃醜のは，上記の定

　　　めを厳守し，diwdnからのいかなる課税もしてはならぬ。彼の居住地への下馬や，家畜

　　　の徴発は許されない。彼の許にいる農耕従事者や彼に付き従う人々（αlefedri－tn　wa－

　　　muta　‘altiqdn）に人頭税（sar－Sumdira）を課して，彼らを苦しめてはならぬ。

　このAbil　al－Qasimは，文書d）でSultan　Uusayn　Bayqaraによって，鋤りα1一∬s励π職を公認さ

れた人物と同一である。舗hIsma‘ilの名で発廊された上記のyαrlt9では，カルト朝やティ
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ムール朝の時代に見られたような，Gamのシャイフへの経済上の一定の保護の意図が，明記

されている。しかし，吻んαZ一癬伽の立場は，Aba　alQasimについて触れられていない。経済

的な保護を別とすれば，任宮として統治機構の一部に組み込むという前代までのような支配

者の意図をここに見い出すことはできない。もちろん，彼以外の，誰か別のA髄ad－i　Gamの

子孫が鋤んα彦」3励多となったが，それが史料として残らなかったという穿った見方も繊来は

する。しかし，管見の限り，現在のところ，Ahmad－i　G2mの子孫に関する文書はこの1511年の

yarlt8をもって最後とし，以後も，碗狙の5（卵α薦励π職の存在を窺わせる記述は見あたらな

い。そもそもサファヴィー朝下で，スーフィー一たるをもって誰かがSayhα1－isldm　waに任じら

れたという見解なり，事例は，未だ提示されていないのである3i｝。また，歴代の盤俗君霊と頻

繁に交流を繰り広げていた12量紀以降ティムール朝期までと比較すると，（｝2mのシャイフた

ちへの年代記による言及は，サファヴィー朝以降極端に少ないように思われる。A髄ad－i

Gamの子孫たちの，王朝支配下でのあり方が，サファヴィー朝以降変化したのである。その

変化が，このシーア派の王朝の宗教上の政策とイデオロギーに連動していることは，容易に推

察できよう。

　砿mのシャイフたちは，特に14世紀以降，スーフィー教団の影響力の増大，預誉者の一族や

聖者への崇拝の高まり，そして，ついにはシーア派のヘゲモニーという宗教情勢の中，その

時々の王朝の統治の意図を微妙に反映しつつ，教団の存続を保ったのである32）。

注

1）Aりmad－i　Gamの系譜は，預回者の教：友Oarir　b．‘Abdallah　Bagaliに遡り，母方，父方共にアラブ系と

　伝えられる［MZ：16］。的mad－i儲mの子孫によって経営された，Gfimを中心とする教団の固有の名

　称は知られていない。この点は，Mihnaにhd7iqdhを持ったスーフィー，　Abti　Sa‘id　b．　Abi　al－Hayr

　（969－1049＞の子孫の場合と共通する。このAbG　Sa‘ldが遺雷を逓じて自分のnjrqαをA恥ad－i儲m

　に託したという12世紀の伝承を基に，その存目αの持ち主が漁sa　K卿mを経てLAIi，そして預言者へ

　と遡るという記述が，16世紀初頭になされている〔MZ：162ff；RR　85f．］。しかしこれをもってs‘1誠α

　とは見なし難く，儲mの教団のsilsilaは，結局明瞭には見い出しえない。　Meier［1976：456，461］は，

　Abit　Sa‘idやA坤a戯磁mの子孫らを，独自の教団の運営者としてではなく，むしろ，聖者として名を

　なした祖先を核とし，その墓廟を崇拝し続けたシャイフ家という血族集団だと特徴づけている。この

　ような存在形態は，サファヴィーヤとある掘で共通するが，15世紀の中央アジアにおけるナクシュバ

　ンディーヤとは異なるように思われる。ただ，Meierの指摘の意義を認めてもなお，A坤ad4砿mの

　子孫たちが，14，15世紀の同時代のスーフィー教団と同様の活動と影響力を見せるのは，本文に述べる

　とおりである。尚，Ahmad・i　O蚕mとその子孫に関する研究は多数あり，ここで列挙しきれない。とり

　あえず聖者伝をテーマとする，Ivanow　1917，　Meier　l943，　Moayyad　1964，　Gamの墓禰建築群をあっかっ

　た，　Golombek　l969b，1971，　GQIQinbek＆Wilber　l988，　O’Kafie　1987，三992，　Qa路arl　1361／1983を参照せ

　よ。Allmad・i儲mの活動については，　Maad7｝rit・i　2伽4α画」（二MZ，2inda．pllは「巨象」を意味する

　的mad－i　G諭の異名）の校SC考　Moayyedによるmuqadd｛7iraが比較的詳しい。ホラサン史の研究の鍵
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　として，儲mにKa晦tと同等の重要性をみているのはAubln［玉991：188］で，　Pot£er［1992］は，G盃mの

　シャイフらのカルト朝との開孫に触れる。

2）A碑ad・i砿mは，Ma‘dabadの外辺に自分の埋葬地を定めた［FH：189，199］。この埋葬地が墓瀬建築

　群を備え，参拝地として発展したものが，今日，MashadからHaratへ通じる幹線のほぼ中間点にあっ

　て，砿m地方の中心をなすτurbat－i儲mあるいは単にGamと呼ばれるまち（5α厩tounz）である［MZ：

　“nttqαddima　ll，　tαfe｝nilα237；Adamec　l981：657］。　Oamという地名は，13世紀頃までは，wildyatとして

　のみ登場する。BUzganを鉱mのまちと同一視する磁chner［1927］は誤りである。注9）参照。

3）一人のスーーフィ一一が一定の地理的範囲を影響圏として持ち，その圏内で入々の守護として奇跡を行

　使したという指摘は，これまで王入の研究者，Goldziher［1890：310】，Golombek［1969：81，96L　Meier

　［1976：410ff．］によって各々独立して提示されている。

4）R睡は，15世紀初めの石γ碓イ簿4・f肋痂に1ま，NisAbfirに付属するbutille（地区）として挙げられて

　いる［Krawulsky　l　l982：56；II　1984：44，173；cf．1978：104］。

5）633奪Sawwal月／1236年　6／7月，墓潮のドーム（qitbbα）が，セルジューク朝のSangarの子孫によっ

　て建てられている［Golombek　1971：28，44］。

6）「鋤ヶα1．／sld7it　A＃mad－i　G註mの砂美g融として知られる，3α地al一∫s励L　Sihab　al－din　lsma‘ilの

　hdozqalt」［FGB：312a］という記述を，Isma‘ilによる再建と解釈した。　Golombek［1971：35f．］によれば，

　lsma‘ilは撫肩の北側にhdf2gdhを薪渋したという。彼女は，そのTurbat－i　Gamの論纂群の年代に関す

　る研究で，起点となるはずのA恥ad－i　G巨m自身の創建にかかるMa‘dhbadのhanqdhと7nαsgidについ

　ては全く書及していない。現地調査においては，それらの痩跡すら見い期していないようである。本

　稿では，　lsma‘iiによる再建という可能性をとりあえず指摘しておく。

7）Ulgaytitの他，　AbQ　Sa‘id，　Yas盃wur，　C如伽との交流が伝えられている［Aubin　1991：188］。また，息

　子のSams　al－din　Muζahharにカルト朝の（｝iyfi妻al－dinの娘を嬰らせた［RR：105］。尚，帥厭ad－i　Cam

　轡身が，既にセルジューク朝のSangarと交流を重ねていたことは，MZにおびただしく述べられてい

　る。

8）　wilayat－i　Bfiharzの中の村（qaryα）として，草afi4－i　AbritはB徳andを挙げている。これが，　GGy．i

　Ba奮andと同一か否か，いま決定材料に欠ける［Krawulsky　I　l982：38；玉H984：35］。

9）　1340年成立のNQ［153　f．］は，磁mを200の村を付属地に持つ中規模のまち（3α’tγ｛1徽sα孟）とする。

　Sihab　al－dln　Isma‘i1は，1319年Turba、　t－i　Gfimにある，要塞のように建てられていた楼閣（々謙）のひと

　つに入り，Yas盃wur軍の包醗を防いだ［DGT：工53］。このTurbat－i儲mがA抽ad4　GEmの墓（tttrbαt）

　のある地であることは確かである。DGTの著者頒fi卵Abril（1430年没）は，「シャイフのfnαgdrであ

　り，一つのわ伽δγをもつ」Turbatを，wi1留at40amの村の一一つに挙げる。一方tuアbatに付設する宗教

　建造物群のあるMa‘dfibadも，要塞（興δのをもつ村として仏様に挙げられている。すなわち，15世紀

　初頭，sahruhのditwinのdaftαrにはGamというSαhアは存在していなかったのである［HAT：179a；

　Krawu豆sky　I　l982：40，　cf．29，　Einleituag　22］。されば，これより約玉00年前に，lbn　Ba癖㌻aやMustawfi

　がb・aitrとか7nadiftaと搬写したGamは，どの地域を指したのだろうか。イル・ハン朝の財務に感じ

　たはずのMustawfiが，　s・αhrを曖昧な意味で使うとも考えられない。一つの解釈として，1：励勿Ab擁

　の記すTurbatとMa‘dabadが併せて9ahrとされていた可能性もあるが，それとて根拠はない。ただ，
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　A脚ad－i儲mの三二を中心とする地域が，14世紀前単にはSahrとしての景観を呈していたことは，想

　定できる。

IO）Herrmann［1979］は，このIl）iya’al－din　YitsufのFαdr職への任命書を，この職務の存在を示す最も古

　い史料として紹介している［cf．小野1988｝。但しAttbln［1976：30］も見よ。　liw2ndamir［NN：30ab｝

　はsαdr　WWの起源をセルジューク朝のMalik鎌h（iO72－1092年在位）に求めている。またTM［48］によ

　れば，495／1101－llO2年より少し後に，SangarがBuha癒の烈・i　Burh5g家の祖先‘Abd　al．’AzizをMarw

　からBuh2r5へ送りsadrと魯させたという［cf．　Pritsak　l952：87］。この記事も，sadγ職の起源をセル

　ジューク朝蒔代に遡らせる伝承の存在を示唆している。尚，？iyゑ’al．din　￥USttfは，1391年のQunduz6a

　の戦いにTiingrに従軍し，その際，ムスリムに関わる諸事に携わったという。Timgrは彼のムリード

　であったとも伝えられている［HAB：248a；RR：108］。

ll）　カルト朝のMalik琴usaynは，752／1351－1352年に当時のM議wara’al－nahrの実力者Qazaganに敗れ，

　その翌年から755／1354－1355年頃までHaratを離れることを余儀なくされた。その閣，彼の兄弟

　M⑳ammad　Baqirがグール入に擁立された［HAC：43ff．；MA：320］。嶺該文書は，擁立直後に鵬され

　たことになる。ただ，この時期磁mのシャイフたちの間でのg励牌剛伽墨が，この文書で私財を保護

　されるMu‘茎n　al－dlnかどうかは確かでなく，彼の兄弟（｝iyat　al－dlnであった可能性がある［RRほ073。

12）A騨ad4　Gamの墓（tttrbαt）は，15批紀半ばまで続く宗教施設の建築事業において，常に，“Out－Of－

　doors”に位記し続け，その上にドームが作られることはなかった。　turbat自体は囲い（ttaダira）の申に

　あり，二二（，παg動として史料に現れる建築物は，turbatのキブラの方向にある。それ故，この「墓脇

　は，本来の機能は持たない特殊な範購に属す。Golombek［1969a：109，125；1971：　43］は，この形態を

　“卿抑衡compO膿♂と名付け，「墓の上には建物は作らないという伝統は守るが，壮麗に飾った参拝儀

　礼の場は設けたい」という意図の現れと見なしている。実際，Faqlal励b．　Rgzbihan　Kungl（1521年没）

　は，墓の上に建物を作ることは，原則として醜面だと考えている［MNB：284〕。文書中のtterbatは，

　単に墓のみを指すと解釈すると，意味が不明になる。それに付’上する建築群を象徴的に表現したもの

　と思う。後述する文書。）にあるtatrbatの語彙の使われ方にも注意せよ。

13）　インシャー史Pt　Fard　’id－i　Clyd　t　iに基づく，テifムール朝の公文書のintitulatio（慰主脚と命令句）の

　研究は，この史料・の解題とともにHerrmann　［1974］によってなされている。　Sultan　Mahmitd（踵03年

　没）は，1388年Timitrが｛鬼儲ハンとしたオゲデイ家の王子である。

14）Tlmtirの5年戦役に従軍していたA庸ranS曲は，命に従い1394年5月からその年宋にかけて，

　Nahこiwan東方のAlan6iqを包囲していた［ZNY　259b：27！a］。彼は，1380奪にホラサン支配を委ねら

　れ，1393年にはアゼルバイジャンを託されたとあるが，実際にホラサンからの配置替えがあったのは，

　1396年のことである［ZNY：24ia，284a〕。蟻該文書は，　Amiransahのホラサン方面の管轄の権利が，発

　布の1394年まだ有効だったことを示唆する。

15）i・tit・1・ti・は＆・1夕醜働癩厚翻勲8・廓鷹・丁甑・狛i伽sδ・繍働・榊・珊磁＆・ゆ

　Baltdditr　sb’ziimi2。この稀な形式についての一解釈は，Herrmann［1974：506f．］が試みている。

16）　履‘α伽r∫の意味は不明。1）oerfer［1537，　Nr．396］は，　hiiddbiiriとし，Brautgeschenk，　Mitgift　ftir　edle

　Damen，つまり高貴な女性への結婚持参金という意味を与える。　sayyid　XのHandzada　Fahr　al－Mulk

　Hattinとの婚姻と関係があるか。
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17）　ttimdyαについては，Paul［1991：164f£］を見よ。

18）Allmad－i　Gam家の系譜は，　Cistの耳asan系のs鰐f4家と‘Abdallah　Angari（1089年没）の家系とも

　血縁を有すほか，カルト朝（，脇励・諮τ初との姻戚関係を通じて，ガズナ朝やセルジューク朝のスルタ

　ンたち，それにSu題n　Ga囲a1・din琴w5rizmsahへも遡るという伝承が伝えられている［MI：151f．；P

　王09a－110a］。カルト朝の系譜についての記述はMF［102］に見られ，そこでは，彼らの祖先Abi　Bakr

　KartがSangarの息子とされている。　RR　［105］によれば，14世紀のカルト朝の一族は，自分らがSangar

　の子孫であることを知っていたという。真偽はともかく，こうした聖俗の名家が混入して伝わる

　的mad－i砿m家の系譜の存在自体，この家系の特色の一つである。

19）　Hwandamir［HS（IV）：11］は，この女性の名をH2nzada　Mugir　al－Mulkとする。同じ史料が挙げる彼

　女の父Hanzada　LAIa’al－Mulk　Tirmidlは，　lbn　BatVtiVaが言及する，1340年代前半に死んだと思われる

　’AIA’a1一簸ulk　Hu面wandz巨daと同一人物か。彼は，素性不明のチャガタイ・ハンKalilによってwazir

　に任ぜられ，Almakqに置かれたが，その地のTurkの陰諜で，　Halllの使者’の手で殺されたという［IB：

　376£］。尚，このHalilを，Baha’al－din　Naqsbandの師と見なし，またQazin　Sult2n　Han（1346年1長：）と同

　一人物とする見解は，Togan［1968：775ff．］に見られる。　Barthold　［1968：163f．］はこの考えに懐疑的，

　Paul［1990：285］は否定する。筆者はHalilの幽自について，いま根拠ある意見は持たない。但し，

　TUbingen大学所蔵の貨幣コレクションに，表にS癖蝕Eiaiil　Allah，裏にQazan　Tl瞬r憐nの銘の入っ

　た奇妙な貨幣が一枚含まれているのを確認している（No．　GA　9，A－5）。　Su噸n厚ali豆の貨幣の片而は，

　sαhddαの文句が普通入れられる。問題の貨幣の解釈については，ここでは立ち入らず，仁者が同一人

　物である可能性も保留しておきたい。

20）　この複数で表示されたhdnqdlzは，　Ma‘dfibadのもの以外に，　Tlmtirが建てさせたものを含む。おそ

　らくこれは，彼がPly巨’al－din　Ytisufの名で，墓廟の東側に建てさせた2つの内の一一つであろう［RR：

　108；　c£　Golombek　1971　：　37f．］．

21）　この人物の系譜は確定できない。RR［119］にある琴waga　Raφa互一din的mad　b薄幅齢Calal　al－din

　鉱miと同一人物か［cf．　Meier　l976：461］。本文で触れたように，Qutb　al－din　Mu￥ammadの子孫には

　間違いない。尚，蒔期が不明ながら，15世紀，同じくこのQu㌻b　al－din　Muljammadの子孫でZayn　al一

　’Abidinなる者とその患子3人がMa‘dabadのitd7iqdhのtαwliyatを持ったようである［Ml：242］。こ

　れは，Raφaldfn　A与madの引退からその子Aba　al－Qasimの任命までの間，一族の内，数人がsaggddα・

　傭伽∫とtawliyαtのWt率llを主張したという文書d）の中に見える記述と関係しているかも知れない。

22）　注12参照。Potter［1992：208f．］は，　NawA’iのeditionに基づいてこの文書の英訳を付している。

23）　ワクフに関する琴anaff派の規定については，今日でもなおKrcsmarik［1891］が最も詳しい。　Safi‘i

　派についてはSachau［1897：603ff．］を参照。ティムール朝下では，琴anafi派が奉じられる傾向にあっ

　た。

24）スーフィーがSayhα1・lstdimという職務を任ぜられる事例は，　OamとMihnaのほか，‘AbdallEh

　An典ri廟のあるHaratのGazurgfihにおいても見られることは，Ando（in　press）で言及しておいた。

　ティムール即下のA照巨rl廟についての詳細な分析は，　Subtelny　［1994］が試みている。

25）N硲畝1レ｛舘’襯‘夢成立の背景については，Subtelny＆Khalidov，“The　Curriculum　of　lslamic　Higher

　Learning　in　Timurld　lran　in　the　Light　of　the　Sunni　Revival　under　S舩h一翫kh”，　IAOS（in　press）参照。
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26）　職務としてのsαyh　at一∬Sldonは，15世紀ティムール朝間では，2つの形態があった。本稿では雷及さ

　れないいま一つの形態は，　SamarqandおよびHarAtのSayJz　at－lsldfn　Xとして知られるMa癒磁ni家と

　Taftazani　Xが体現し，各々M巨wara’al－nahrとHur盃s議n地方の法的な最高権威であった。この形態

　のSαyh　al・Jstdrn職の任命状の写しも，具体的な機能の叙述を伴ってインシャー史料に収められている。

　NSは3αyん証∫s薦7πの理念上の役割を，2つの形態を区別しないまま，各々の機能を包揺する形で述べ

　ている。法的権威者としてのsαPth　al，Jsld7itの方には触れない本稿では，従って，本文で挙げるNSか

　らの2点の選択は，ある意味では，本稿のテーマにそって筆者が主観的な判断で選択したことになる。

　SaPth　al・lsldtn職は，2つの形態共にAndo（in　press）で扱っておいた。この職の歴史的変遷やテイムー

　ル朝国制内での位置，特にFadr職との関係は，未だ不十分ながらも，その論考の中で展望されている。

27）　この事実をもって，sahruhがNSの建議を受け入れて3α鉾磁16Z伽z職の任命を決定したとは，もち

　ろん，雷えない。NSの鉱hruhへの献呈は，1417年であり，確認できる鍛も早い蒔期のSayh　al・Jstdm職

　の任命は王407年である。ただ，iifulatの動きに極めて警戒的で，醐初を嫌悪したこのティムール朝鷺

　主が，5αγ面遵守の政策の中で9ayh　at・lsldm職の任命を考慮したとは考えられる。因みに，注26）で触

　れたMarginanl　XとTaftAzini　XのSayh　al・lsld？n職への任命も，鮪hruh晴代に初めて生じた可能性が

　ある。

28）1510年末にホラサンを支配下にいれたS独lsma‘ilは，翌15王1年春，　Raratで，貴顕も参列するノウ

　ルーズの宴をもった［HS（IV）：518］。このyαrtt8の発布は，その直後のことである。

29）Hinz〔1991：59］の出すデータによれば，1廟脇τTαう廟f←10000面2伽％吻i）は，約164gの純金に

　換算されるが，彼自身も述べるように，確かではない。

3G）如η〃伽α∂αはサファヴィー朝の勅令の一形式。31りηi顧彦授与の命令は，舘h‘Abbゑsの頃から殆ど

　ρα期伽α∂αで出されるようになったという〔MMA：300b；R6hrborn　1977：333，335］。1511年において，

　3瞬㎏記の下賜を再確定する文書の意でpαru，a7tajaの語が使われているのは，文書行政史上珍しい。

31）サファヴィー朝期の5げし泌1ε励πへの書及は，極めて多い。とりあえずArjomand［1984：124£］と

　Lambten　［1956：139f．］を兇よ。尚，16世紀以降のMi　war蚕’al－nahrと東トルキスタンで見い幽される

　3（碑α∫・Zs～翻たちの内に，13世紀のBurhan　al・din　Qll16および￥afig　al－dln　Kabir　Bu願r至へ遡る系譜

　を持つ二つの「sαyh　al．lstdm　X」が存在し，ナクシュバンディーヤと関わったことは，Ando（in　press）で

　紹介しておいた。

32）Oamの墓繭は，16世紀以降もHu醸y醸，舘h’Abbfis，　M晦a恥mad　Sah　Qagfirらの尊崇を集めた。

　1917年当縛の報告では，A脚ad4砿mの一子孫が，ホラサン地方の醗も有力なスンナ派の澱碗α’磁で

　あり，Kaziとしてアフガン人に敬われたという［Adamec　l98i：657］。
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